
海外安全対策情報 
１ 治安情勢 
（１） メキシコ公安省の発表では、グアナファト州（GTO）の２０２０年度第３四半期（２０２０年１０月～

１２月）の犯罪発生認知総数は３１，５７１件と、前期比（２０２０年７月～９月）３．７％増加した。 
いったん６月頃からはコロナの感染状況が良くなり経済活動が徐々に緩和されたものの、１１月頃には

再びコロナの感染状況が悪化し外出等が自粛されたために、殺人や強盗事件等の凶悪犯罪が減少傾向に

至ったと思料される。そのため、故意殺人事件の認知件数については８０２件と前期比７．３％減少、

車両強盗に関しては６０２件と前期０．８％微増、店舗・事務所強盗に関しては５８８件と前期比２７．

４％減少、家屋強盗に関しては８２件と前期比２２．６％減少している等、犯罪認知総数の数値は増加

したものの殺人や強盗等の犯罪発生件数は減少傾向に転じた。 
（２） ８月に同州を拠点として活動していた主要犯罪組織サンタ・ロサ・デ・リマ・カルテル（CSRL）のリー

ダーであるエル・マロが逮捕され、その後、後継者となったエル・アスルが立て続けに逮捕されたこと

により、GTO 内の治安悪化の要因の一つであった CSRL の力も弱まり、一旦は情勢が落ち着くかと思わ

れていたが、組織内のリーダーの座を奪い合う内部抗争や、CSRL の弱体化を狙いハリスコ州を拠点に

活動しているハリスコ新世代カルテル（CJNG）が勢力拡大を目的に CSRL 含め地元の麻薬販売グルー

プとの抗争を激化させたことにより、２０２０年１年間の故意殺人件数は３，３５９件と前年比２１．

０％増加した。また、CSRL は主にケレタロ州方面にあるセラヤ市やアパセオ市周辺を拠点として活動

していることからも、CJNG との抗争に関わる影響がケレタロ州にも出てきており、２０２０年の故意

殺人事件数の増加（前年比２．２％増）や車両強盗（前年比１９．２％増）が微増していることには注

視が必要である。 
（３） GTOで発生している故意殺人事件の８割以上が麻薬やガソリン窃盗組織との抗争によるものと治安当局

より報告を受けているため、不特定な人物を狙っての犯行ではないと認識している。しかしながら、治

安当局やこれら犯罪組織同士の銃撃戦や銃を利用した殺人が頻繁に州内で発生するなか、銃の流れ弾や

巻き込まれによる一般人の死傷事件が発生していることから、引き続き注意が必要である。 
（４） 更に、GTO では故意殺人事件と同様に麻薬に関する事件が２０１８年８，７３９件に対して，２０１９

年９，４４０件発生（全州２位）、２０２０年は１４，９３２件と前年比５８．１％増加するなど（全国

１位）年々増加の傾向にある。また２０２０年の故意殺人事件発生数は３，３５９件と２０１８年から

続けて増加していることからも、背景には麻薬に関する事件が紐付いていることが推測される。 
（５） 特にレオン市の麻薬に関連する事件の認知件数に関しては、２０１９年は７，１７６件、２０２０年は

１２，３３４件と増加しており、且つこの数値は GTO 全体で発生した２０２０年の麻薬売買取り締まり

件数（１４，９３２件）の８２．６％を占めている。更にレオン市の故意殺人件数は６３３件と前年比

３９．１％（４５５件）増加しており、GTO 全体の１８．８％を占めており、麻薬に関連する故意殺人

事件数が非常に多いと判断される。 
 

２ 管轄地域内における一般犯罪の傾向   
（１）グアナファト州（人口６１６万人） 
   レオン市やセラヤ市では拳銃を利用した故意殺人事件が増加傾向にあり、通行人が流れ弾に巻き込まれ死

傷する事件も発生している。また、セラヤ市及びサラマンカ市周辺では銃器を利用した車両強盗や輸送車

両強盗が引き続き増加傾向にある。更に前年と比較して今年の空き巣事件の数値は減少したものの、２０

２０年レオン市では１，１８１件、グアナファト市では４６３件、イラプアト市では３５４件と多く発生

していることにも注意が必要である。 
    



        ■２０２０年１０月～１２月（前期比率）     ■２０２０年（前年比率） 
犯罪認知件総数   ３１，５７１件（前期比 ３．７％増）／１２２，８７０件（前年比１０．７％減） 
ア 故意殺人       ８０２件（前期比 ７．３％減）  ３，３５９件（前年比２１．０％増） 
イ 故意傷害     ２，８５８件（前期比 ６．２％増） １１，１２７件（前年比２３．２％減） 
ウ 車両強盗       ６０２件（前期比 ０．８％増）  ２，５１５件（前年比１５．０％増） 
エ 住居強盗        ８２件（前期比２２．６％減）     ３７８件（前年比  ３．８％減） 
オ 店舗・事務所強盗   ５８８件（前期比２７．４％減）   ２，９５８件（前年比１７．７％減） 
カ 路上強盗        ２０件（前期比２０．０％減）      １０４件（前年比１３．３％減） 
キ 空き巣        ９７２件（前期比 ６．９％増）   １，７７０件（前年比２４．７％減） 
ク 店舗・事務所荒らし  ７３２件（前年比 ９．８％減）  ３，３４１件（前年比 ９．７％減） 
ケ 脅迫・恐喝    ２，０８２件（前期比 １．３％減）  ８，５３９件（前年比１７．３％減） 
コ 麻薬売買     ４，２３８件（前期比 ７．９％増） １４，９３２件（前年比５８．１％増） 

（２）アグアスカリエンテス州（人口１４２万人） 
   前年に引き続き２０２０年の全体的な治安は落ち着いており殺人や強盗等の凶悪事件は少ない。しかしな 

がら、アグアスカリエンテス市では空き巣が１，５１１件発生、車上荒らし（又は車両盗難）は９０６件

と多く発生している傾向にあるので注意が必要である。 
           ■２０２０年１０月～１２月（前期比率）     ■２０２０年（前年比率） 

犯罪認知総数      ８，０２９件（前期比 ４．３％減） ／  ３３，６２６件（前年比１２．５％減） 
ア 故意殺人        １２件（前期比３３．３％減）     ７３件（前年比１９．７％減） 
イ 故意傷害       ７７２件（前期比１２．８％減）  ３，５０７件（前年比 ７．４％減） 
ウ 車両強盗        １７件（前期比３０．７％増）     ６１件（前年比１８．６％減） 
エ 店舗・事務所強盗    ６０件（前期比４２．８％増）    ２０７件（前年比 ８．４％減） 
オ 路上強盗       １０２件（前期比２４．４％減）    ５１０件（前年比１８．６％減） 
カ 空き巣        ６４３件（前期比１２．４％増）  ２，３９０件（前年比１３．１％減） 
キ 店舗・事務所荒らし  ４２７件（前期比 ２．２％減）  １，７３１件（前年比１２．８％減） 
ク 脅迫・恐喝      ６６７件（前期比１３．８％減）  ３，０８０件（前年比 ８．８％減） 
ケ 麻薬売買       １４３件（前期比５５．３％減）  ２，０９９件（前年比 ４．８％減） 

 
（３）ハリスコ州（人口８３４万人） 

コロナ禍により生活の自粛が厳しく制限されていたこともあり、２０２０年の犯罪認知件数は減少に至っ

たが、銃器等を利用した凶悪な故意殺人がグアダラハラ市を中心に３６０件、トラケパケ市２８８件、サ

ポパン市１６９件と多く発生している。また、店舗・事務所強盗や路上強盗は、前年と比較して減少はし

ているものの、他の州と比較しても発生件数は非常に高い。更に、脅迫・恐喝事件も前年と比較して数値

的には、それほど減少していないため注意が必要である。 
        ■２０２０年１０月～１２月（前期比率）     ■２０２０年（前年比率） 
犯罪認知総数    ３１，６７８件（前期比 １．２％減）／ １２６，６０１件（前年比１９．１％減） 
ア 故意殺人       ４２９件（前期比 ０．７％増）  １，７５１件（前年比１３．４％減） 
イ 故意傷害     １，９０１件（前期比 ３．７％増）  ７，４９５件（前年比１６．０％減） 
ウ 車両強盗       ９０６件（前期比２１．１％減）  ４，６７０件（前年比２９．５％減） 
エ 店舗・事務所強盗 １，４２６件（前期比１４．５％減）  ６，４８３件（前年比２９．１％減） 
オ 路上強盗     １，８２８件（前期比 ３．９％減）  ７，３６２件（前年比２０．６％減） 
カ 空き巣      １，１４４件（前期比 ２．５％増）  ４，３１３件（前年比３１．８％減） 



キ 店舗・事務所荒らし  ８９０件（前期比 ９．５％減）  ３，６４２件（前年比３５．９％減） 
ク 脅迫・恐喝    ２，３７３件（前期比 ２．５％減）  ９，８４０件（前年比１０．８％減） 
ケ 麻薬売買       ２８４件（前期比 ３．６％増）  １，０６７件（前年比３８．４％減） 

（４）ケレタロ州（人口２３６万人） 
   前年同様に２０２０年の治安は安定化しているが、グアナファト州で発生している犯罪カルテル組織同士

の抗争等の影響を受けてか、殺人や車両強盗、店舗強盗が微増している。特に車両強盗は７月から年末に

かけ増加傾向にあり、ケレタロ市３６５件（前年比２０．０％増）、エルマルケス市７９件（前年比８３．

７％増）となった。また、車上荒らし（又は車両盗難）も減少傾向にあるが、ケレタロ市内だけでも１，

７２３件発生しており注意が必要。更に空き巣に関してもケレタロ市で１，３３２件、サンファン・デル・

リオ市で４０８件と他の州や市と比べても比較的発生件数が多いため注意が必要である。 
              ■２０２０年１０月～１２月（前期比率）     ■２０２０年（前年比率） 

犯罪認知総数    １３，２４０件（前期比 １．８％減）／  ５２，０２６件（前年比１４．０％減） 
ア 故意殺人        ４６件（前期比 ６．１％減）    １８１件（前年比 ２．２％増） 
イ 故意傷害     １，０９３件（前期比１５．２％増）  ４，７９７件（前年比１５．６％減） 
ウ 車両強盗       １５２件（前期比 ７．８％減）    ６１２件（前年比１９．３％増） 
エ 店舗・事務所強盗   ２７５件（前期比１２．２％増）    ９３９件（前年比１０．６％増） 
オ 路上強盗       １８７件（前期比 ６．０％減）    ７９７件（前年比１３．０％減） 
カ 空き巣        ６７１件（前期比 ４．１％増）  ２，６０５件（前年比２１．２％減） 
キ 店舗・事務所荒らし  ６１７件（前期比 ２．８％増）  ２，２５７件（前年比１０．７％減） 
ク 脅迫・恐喝      ８７６件（前期比１２．８％減）  ３，７２３件（前年比１２．２％減） 
ケ 麻薬売買       ２７６件（前期比 ０．７％増）  １，１３４件（前年比２８．１％減） 
  

（５）サンルイスポトシ州（２８２万人） 
２０２０年も前年同様に治安は安定しているが、故意殺人事件は前年比３７．０％増となり、引き続き治

安情勢の変化に注視が必要。また、車両強盗が増加傾向にあり、サンルイスポトシ市（１７７件）を中心

に発生しているが、ソレダー・デ・グラシアーノ・サンチェス市（８０件）では前年比７０．２％と急増

している。 
           ■２０２０年１０月～１２月（前期比率）     ■２０２０年（前年比率） 

犯罪認知総数    １１，６８２件（前期比 ２．１％減）／  ４５，８０８件（前年比１２．３％減） 
ア 故意殺人       １５８件（前期比１８．５％減）    ６２１件（前年比３７．０％増） 
イ 故意傷害       ８７４件（前期比１０．１％減）  ３，７４０件（前年比１９．７％減） 
ウ 車両強盗        ９８件（前期比３８．０％増）    ３１６件（前年比２３．９％増） 
エ 店舗・事務所強盗   ２３８件（前期比 ３．６％減）    ８７３件（前年比 ７．７％増） 
オ 路上強盗       １６７件（前期比１１．３％増）    ６３９件（前年比２０．２％減） 
カ 空き巣        ２７７件（前期比１８．０％増）  １，１２７件（前年比３１．７％減） 
キ 店舗・事務所荒らし  １６９件（前期比 ６．１％減）    ６４５件（前年比２４．３％減） 
ク 脅迫・恐喝      ６９３件（前期比１３．４％減）  ２，８８０件（前年比１６．０％減） 
ケ 麻薬売買       ２７３件（前期比２８．３％減）  １，３５７件（前年比７４．２％減） 
 

（６）サカテカス州（１６２万人） 
２０２０年の犯罪認知総数はコロナ禍の影響があったにも関わらず、５．０％しか減少していなかったこ

とからも治安状況は決して安定しているとは言えず、更には増加傾向にある故意殺人や車両強盗は、犯罪



カルテルが関わっていることが多いことからも、これら犯罪カルテルの活動が活発化してきている可能性

も否めないため治安情勢には注視が必要である。 
           ■２０２０年１０月～１２月（前期比率）     ■２０２０年（前年比率） 

犯罪認知総数    ５，４５９件（前期比 ５．８％減）／  ２２，７３９件（前年比 ５．０％減）

ア 故意殺人       ２４５件（前期比２０．６％増）    ７８９件（前年比５４．７％増） 
イ 故意傷害       ４００件（前期比１９．３％減）  １，８６６件（前年比 ３．３％減） 
ウ 車両強盗       １０９件（前期比１１．２％増）    ３７０件（前年比１１．１％増） 
エ 店舗・事務所強盗     ６件（前期比６２．５％減）     ６６件（前年比５２．８％減） 
オ 路上強盗         １件（前期比８０．０％減）     １７件（前年比６２．２％減） 
カ 空き巣         ６９件（前期比２３．２％増）    ２６２件（前年比４０．５％減） 
キ 店舗・事務所荒らし   ２４件（前期比５０．０％増）     ８９件（前年比３１．５％減） 
ク 脅迫・恐喝      ２５７件（前期比１５．４％減）  １，１７９件（前年比 増減なし ） 
ケ 麻薬売買        ６４件（前期比２２．８％減）    ３０２件（前年比 ８．４％減） 
 

３ 安全に関わる諸問題及び対応策 
（１） グアナファト州内では、麻薬カルテルや犯罪組織同士の抗争が激化しており、これらが関与した発砲事

件や殺人事件、警察官を直接狙った襲撃事件も発生している。これら組織や麻薬に関わることは、殺害

のターゲットにもなりかねないため、夜間の外出やそれら組織関係者が集まるようなバーやディスコ等

の出入りについて極力避けると共に、違法薬物には一切かかわらないこと。また夜間を問わず一般市民

が利用する公共の場所においても、発砲事件に遭遇する可能性も十分に考えられるため、銃声が聞こえ

たら身を低くしてその場を離れる等、常にその時々の対策を意識し、普段から周囲の変化に敏感になれ

るよう注意が必要である。 
（２） 次に、銃器を利用した強盗も増加している。この様な事件に巻き込まれないためにも、発出される領事

メール等を参考に、行動の制限（犯罪が多発する時間帯の外出制限、事件多発地域への通行を避ける等）

を行うことで、被害に遭うリスクを下げることが重要である。また、銃器を利用した車両強盗では、メ

キシコ人被害者が抵抗したために射殺される死傷事件が少なからず発生している。万が一にも事件に遭

遇した際は、抵抗せず犯人の指示に従うことが重要である。 
（３） そして、コンビニエンス・ストアやレストランの駐車場における車上荒らしでは、引き続き在留邦人が

巻き込まれる事案が発生しており、車両を駐車する店の立地や利用する時間帯に注意するとともに、車

両を離れる際は必ず貴重品は携行することに注意する。 
（４） 最後に、バヒオ地区内では空き巣被害の上昇が目立つ。万が一にも空き巣被害を確認した際には、先ず

は９１１番へ通報し警察官同行のもと住居内の確認を行うこと。犯人が住居内に残っていた場合、拳銃

等の武器を所持している可能性が非常に高いことから、住居区の警備員の同行であっても必ず警察官の

到着を待つこと。 
 
４ その他 

事件事故に遭った際は必ず９１１番通報（警察、消防、救急への緊急通報番号）を行うよう心掛けること。ま

た、犯人の逮捕を希望する場合は、必ず検察局（Ministerio Publico）に被害届を提出する。被害届を提出しな

い場合は、発生した犯罪が事件化されないため、犯罪者が野放しとなる。 
同時に管轄する大使館及び総領事館にも被害報告をしていただければ、当地の邦人の皆様への的確な治安対策

をアドバイスすることができると共に、当地治安当局に対して事件の再発防止等を当館から訴えることができる

ためご協力いただきたい。 



以上 


